
Ⅵ 智恵の「都」をつくる

～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、
奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(６７) 県立大学の教育の充実

①少人数対話型教育（コモンズ制）の推進
②地域創造研究センターの運営
③学生の海外留学支援
④外部研究者等との共同研究の推進
⑤附属高等学校（Ｒ４年４月開校）における課題探求
型教育の開始

⑥工学系第２学部設置準備の推進
三宅町での新キャンパス整備に先がけ、現キャン
パス（奈良市）での令和７年度先行設置を目指した
検討を加速化

①クラブハウス棟の建設
Ｒ４～５ 建築工事

② （仮称）教育研究棟の基本・実施設計
附属高校からの進学者増等に対応する施設整備
Ｒ４～５ 基本・実施設計
Ｒ６～８ 建築工事

①県立大学修学支援補助金
授業料及び入学金の減免に対し補助

② 附属高等学校就学支援金
高等学校等就学支援金を支給し教育費の負担
軽減

奈良県立大学附属高等学校

Ｒ４予算案 831,393千円 ［債務負担行為 156,600千円］

県立大学の整備

クラブハウス棟イメージ

＜問い合わせ先＞
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 市川課長補佐（内線２５７６）

１．第２期中期目標達成に向けた取組の支援
（646,337千円）

２．県立大学及び附属高等学校の就学支援
（70,756千円）

３．県立大学の施設整備
（114,300千円、R5債務負担行為 156,600千円）

新

新

（仮称）教育研究棟イメージ
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(６８) 県立医大教育の充実 県立医大教育将来像の深化

Ｒ４予算案 5,330,268千円

○県による第３期中期目標・中期計画の進捗管理（1,577千円）
「医大の将来像実現推進会議」を開催し、県立医科大学のPDCAマネジメントサイクルを推進

○第３期中期目標達成に向けた取組と運営に対する支援（5,328,691千円）
県立医科大学の第３期中期目標達成に向けた取組と大学・病院の運営に要する経費に対し、
運営費交付金、中期目標達成促進補助金等を交付
【中期目標達成促進補助金対象経費】
・心の教育を実現するための講座の運営経費 ・奈良学・在宅医療学の運営経費
・在宅医療支援センターの設立・運営経費 等

地域貢献 教 育 研 究 法人運営診 療

５つの柱立てのもと、中期目標を設定

高度医療、急性期医療から慢性疾患に対応する
○最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」を育成（「心・知・技」を併せ持つ人材を育成）
○県内基幹病院として、地域医療の充実へ貢献

医大に期待すること

＜問い合わせ先＞
医療政策局
病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２） 83



Ｒ４予算案 198,360千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（６９） 県と大学との連携、県立大学・県立医大と他大学との連携強化

美食の街で知られるスペインのバスク州サンセバスチャン市に所在する料理専門大学の
ＢＣＣ（バスクカリナリーセンター）との連携・交流

＜問い合わせ先＞
①知事公室 国際課 伊豆藏課長補佐（内線２１５１）
②食と農の振興部 豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）
③文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線２５２０）

奈良県と清華大学との包括交流に関する覚書に基づく、展覧会及びフォーラムの開催、
専門家及び学生等の交流

重要かつ専門的な知識を必要とする県政の様々な課題への対応策を
検討・実施するため、早稲田大学及び近畿大学と連携
・奈良県版シュタットベルケ創生に向けた可能性検討事業 ほか

①中国・清華大学との交流 （180,384千円）

②NAFICとBCCとの連携推進（7,770千円）

③大学との連携推進（10,206千円）

電気の地産地消

清華大学芸術博物館
展覧会場イメージ

清華大学との
包括交流に関する覚書締結

項目 交流事業概要

奈良の文化財等展示 清華大学芸術博物館において、奈良の歴史文化資源を活かした展覧会を開催

フォーラム開催 清華大学芸術博物館における展覧会の会期に合わせたフォーラムを開催

専門家交流 文化・芸術分野、医療・高齢者分野、教育分野等の専門家による相互交流

高校生交流
大学生交流

高校生交流
派遣⇒県内高校生を清華大学に短期派遣
大学生交流
受入⇒東アジアサマースクールに清華大学から受講生受入 ※講師も招聘予定

84



Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（７０） 県立高校教育の充実、実学教育・インターンシップの推進

○ 実社会で生きる知識・技能を身に付け、「社会で役立つ“実”」と「“学”校」を結びつける教育の展開
○ 地方創生を具現化する、奈良県企業及び地域社会と協働した、「質の高い職業人」の育成

○ 奈良県の産業・地域を支える地域人材の育成

① フォレスターアカデミーの運営（174,260千円）

② なら食と農の魅力創造国際大学校（ＮＡＦＩＣ）の運営

（164,259千円、R５～R６債務負担行為162,588千円）

③ 高等技術専門校における職業訓練の実施

（466,463千円、R５～R６債務負担行為138,059千円）

④ 看護師等修学資金の貸付や看護師等養成所の運営支援等による看護師等の養成（375,366千円）

⑤ 医科大学の運営支援等による看護師、医師等の養成（3,072,686千円）

⑥ 保育士修学資金の貸付等による保育人材の養成（3,497千円、 R3・2月補正予算案10,500千円）

⑦ 高校生合同企業説明会及びインターンシップ等によるキャリア教育の充実（13,474千円）

⑧ 学校での座学と企業実習を組み合わせた即戦力となる職業人材の育成（8,227千円）

⑨ 「奈良県立学校施設長寿命化整備計画」に基づく県立学校施設の長寿命化整備

（914,969千円、R５債務負担行為 281,946千円、R3・2月補正予算案 45,876千円）

⑩ 全県立高等学校の耐震化を令和４年度中に完了（729,781千円）

⑪ 「県立高等学校適正化実施計画」に基づく県立学校適正化の推進（172,102千円）

１．県が目指すもの

２．具体的な取組

インターンシップ

実習風景

＜問い合わせ先＞
水循環・森林・景観環境部①森と人の共生推進課 西課長補佐（内線３９４２） 食と農の振興部②豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）
産業・観光・雇用振興部 ③雇用政策課 福島課長補佐（内線３５７１）
医療政策局 ④医師･看護師確保対策室 篠原室長補佐（内線３１９５） ④⑤病院マネジメント課 奥課長補佐（内線３１２２）･吉川課長補佐（内線３１６２）
こども・女性局 ⑥奈良っ子はぐくみ課 石川課長補佐（内線２８８５）
教育委員会 ⑦⑧学校教育課 尾崎課長補佐（内線５２５１） ⑦教育研究所 山本事務局長（０７４４－３３－８９００）

⑨⑩学校支援課 土井課長補佐（内線５２８１） ⑪教育政策推進課 濱田課長補佐（内線５３５１）

Ｒ４予算案 6,095,084千円 ［債務負担行為 582,593千円］、R３・２月補正予算案 56,376千円
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Ｒ４予算案 9,802,963千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(７１) 私学の振興

家庭の経済事情のために進学を諦めることのないよう、私立学校に通う学費負担者に対して授業料等を補助

（授業料・施設整備費等を合わせて最大５７万円まで補助）

○ 公教育の一翼を担う私立学校に対し、教育条件の維持向上や、学校経営の健全性の
の向上を図るため、私立学校の経常的な経費に対して補助
（高等学校１６校、中等教育学校１校、中学校１０校、小学校６校、幼稚園２９園）

○ 県の教育課題の解決に積極的に取り組む学校に対しては補助を加算し、各学校の
特色のある取組を支援

世帯収入は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人のサラリーマン世帯の場合

○さらに、私立高等学校授業料軽減補助金により、低所得者世帯の方
については、補助対象に施設整備費等も加えて、県独自の補助金
（最大１７万４千円）を支給

○私立高等学校等就学支援金（国庫）により、全国私立高校の平均授
業料を勘案した水準（３９万６千円）まで支援

＜問い合わせ先＞
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線２５２０）

（円）

世帯収入 （万円）270 350 590 910

118,800

118,800

（就学支援金）

396,000

570,000

87,000
174,000

（軽減補助金）

483,000

396,000

令和２年度からの補助制度

学校の特色ある取組（国際化推進）

（１）私立学校に対する運営費補助（経常費補助）（6,149,952千円）

（２）私立高校等授業料等に対する支援（3,653,011千円）
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Ｒ４予算案 676,150千円、Ｒ３・２月補正予算案 267,591千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(７２) 教育ＩＣＴの推進

１．教育情報の電子化・児童生徒へのICTを
活用した授業の充実 （177,002千円、
R3・２月補正予算案267,591千円）

４．教員のICT活用指導力の向上 （309千円）

３．ICT機器等の維持管理 （476,335千円）

Cloud

教員のICT活用
指導力の向上

校務支援
システム

データ収集・蓄積
管理・ＡＩ分析

教育BigDataの活用

Google Workspace
for Education

学習状況の可視化
生徒・教員・保護者

個別のダッシュボード

学習履歴

電子黒板等

教材・学習
アプリ

1人1アカウント

個別最適化

1人1台端末

ロイロノート
スクール

①統合型校務支援システムの市町村立学校への導入を
支援

②県立学校への電子黒板の導入
・ R4年度から順次３学年分を整備

R4 １学年 164,914千円
③電子黒板等を活用した指導用

パソコンの県立学校への導入
（R3 ･2月補正予算案134,035千円）

④GIGAスクール運営支援センターの整備
（R3 ･2月補正予算案133,556千円）

⑤統合型校務支援システム導入支援 2,800千円
⑥授業目的公衆送信補償金 9,288千円

２．ネットワークの整備・運用 （22,504千円）

①県立学校学習用ネットワークの整備
②県立学校インターネット回線の運用
③県立学校家庭学習用モバイルルータ

の整備・貸与

①デジタルシティズンシップ教育の充実（情報モラルの指
導・メールやＳＮＳの利用等）

②ICTを活用して情報化を推進する教員リーダー（STEAM 
教育エバンジェリスト）の育成

教員の役割は

TeacherからFacilitatorに

①県立学校教育用端末の保守・管理・整備
②県立学校校務用端末等の保守・管理・整備

＜問合せ先＞
教育委員会 教育研究所 倉田部長（０７４４－３３－８９０７） 87



Ｒ４予算案 3,443千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（７３） 第２期奈良県教育振興大綱の推進

＜問い合わせ先＞
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐 （内線２５２０）

奈良県教育の目指す方向性を示す「第２期奈良県教育振興大綱」
（令和３年度～令和６年度）を推進

１．奈良県総合教育会議や勉強会の開催（1,528千円）

知事と教育委員が、県の教育行政に関する課題の共有や解決策の検討、奈良県
教育振興大綱に沿った取組の推進等に関する協議を実施

２．奈良県教育サミットの開催（1,915千円）

市町村長・市町村教育長と情報共有・意見交換を実施し、県と市町村の協働に
よる教育施策を推進

（１）奈良県総合教育会議を開催

教育政策の研究を進めるとともに、教育施策の進捗状況を定期的に評価した上
で次の取組に反映させ、総合的な奈良県教育を振興

（２）教育関係有識者との勉強会の開催
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７４) 文化の振興

‣ 世界遺産の社寺で10周年記念

公演を開催

‣ 奈良県コンベンションセンターを会

場とし、多彩なジャンルの公演を

実施

‣ なら歴史芸術文化村における子ど

も向け公演を開催

‣ 障がいの有無や年齢などにとらわれず「みんな」が

参加し、「たのしむ」ことのできる

イベントを展開

‣ 地域・社寺等と連携した奈良の

芸術文化の発信

‣ ドライブインシアター、 （仮称）

ユースシネマプロジェクト、

日露交歓コンサートの実施

＜問い合わせ先＞文化・教育・くらし創造部
①③⑥文化振興課 古谷課長補佐（内線２４９１） ②④⑤⑦文化振興課 中村課長補佐（内線２１５２）

Ｒ４予算案 266,133千円

①ムジークフェストなら2022の開催

（116,600千円）

②音楽団体との連携による未来の演奏家

の育成 （10,000千円）

③奈良県みんなでたのしむ大芸術祭の

開催 （67,690千円）

④県立美術館展覧会の開催
（38,200千円）

⑤ 県立美術館開館５０周年記念特別展

プレイベントの開催 （20,400千円）

新

新

‣ 小・中学校等での公演によりクラシック音楽のすそ野を拡大

‣ 高等学校等での公演・技術指導により、優秀な人材を育成

ムジークフェストなら
（5周年記念公演の様子）

奈良県みんなで
たのしむ大芸術祭

（オープニングフェスティバル）

伝 淀殿

開催会場：
奈良春日野国際フォーラム甍
能楽ホール

翁

‣ 特別展「寿ぎのきもの ジャパニーズ・

ウェディング -日本の婚礼衣裳-」

（会期：４月23日～６月19日）

‣企画展「奈良県立美術館コレクション

名品展（夏）」（仮称）

（会期：７月16日～８月28日）

‣特別展「野田弘志展」（仮称）

（会期：９月17日～11月６日）

‣企画展「奈良県立美術館コレクション

名品展（冬）」（仮称）

（会期：11月26日～12月25日）

‣ 「やまとぢから 仮面芸能のふるさと奈良（仮称）」 の開催

令和５年度開催予定の奈良県立美術館50周年記念

特別展のプレイベントを実施

・一流能楽師による演能会の開催

・「仮面芸能の系譜」を知るトーク

イベントの実施

その他 ⑥県立ジュニアオーケストラ運営事業 7,600千円、⑦県内文化団体つなぐイベント推進事業 5,643千円

新

新
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‣ 島根県・三重県・和歌山県・宮崎県と連携し、「古代歴史文化
賞」の記念講演会を開催

‣ 奈良大学と共催し、全国高校生歴史フォーラムを開催

テーマ：１３５０年を迎える「壬申の乱」
‣ 講演会の開催、ウォークイベントの実施
‣ 演劇・伝統芸能等の上演、ゆかり地連携探訪展開催

Ｒ４予算案 309,062千円

‣ 橿原考古学研究所附属博物館において、飛鳥京の復元
模型を作成
CG（ARを含む）を使ったコンテンツの制作

‣ 菊人形展の開催
‣ 飛鳥の都・古典芸能（伎楽等の舞楽）にかかる

講演の実施 ほか

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７５) 文化観光推進・歴史追体験 なら記紀・万葉プロジェクトの継続展開

‣ 社寺等と連携した地域の文化資源の理解促進
‣ 世界遺産等のAR・VR映像コンテンツ制作
‣ 橿原考古学研究所資料のデジタルアーカイブ化
‣ 万葉百科システムの整備
‣ 万葉文化館を活かす旅行商品の開発 ほか

飛鳥京の復元模型の制作

テーマ 「古代（飛鳥時代）の都再現・復元プロジェクト
＋発掘現場・修理現場の公開」

展覧会場イメージ

【出陳候補作品】

タイトル（仮） 「日中交流2000年－アジアをつなぐ美と精神」
会期予定 2022年秋 公開日数60日以内
実施体制 奈良県・清華大学友好提携事業

監修 青柳正規（奈良県学芸政策顧問、橿原考古学研究所所長）
根立研介（奈良県学芸政策顧問、京都大学大学院教授）

出陳候補作品
奈良県からの出陳作品： 約100点を予定
・ 橿原考古学研究所保管の考古資料（土器、青銅鏡、珠等）、仏教美術（塼仏等）、
・ 県内の美術工芸品（社寺所蔵仏像、県内美術館所蔵絵画等）
中国国内からの出陳作品： 約40点を予定
・ 清華大学コレクション（青銅鏡等）、中国国内出土文物（墓誌、仏像等）

菊人形展

１．「奈良県地域計画（いかす・なら地域計画）」に基づく地域活性化に資する文化観光の推進

２．欧州での開催ノウハウを活かし、奈良の歴史文化を発信する、新たな展覧会を実現

３．なら記紀・万葉プロジェクト等の継続的な展開

①日本博事業への参加 （80,000千円） ②文化施設を活用した文化観光の推進 （39,150千円）

③ 中国・清華大学芸術博物館における展覧会の開催 （150,000千円）

④なら記紀・万葉プロジェクトの推進 （31,300千円） ⑤歴史文化資源を活用した取組を展開 （8,612千円）

＜問い合わせ先＞文化・教育・くらし創造部 ①④⑤文化資源活用課 石田課長補佐（内線２５３０）
②③文化資源活用課 通山課長補佐（内線２５０７）

内行花文鏡 下池山古墳出土

高松塚古墳壁画
西壁女子群像
陶板製レプリカ
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○飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池の整備

○高取城跡の整備

○ 太安萬侶墓の整備

○ 桜井茶臼山古墳の整備

Ｒ４予算案 636,241千円 ［債務負担行為 9,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 38,984千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

（７６） 文化財の保存と活用

１．保存と活用の一体性

１．文化財保存活用大綱における文化財保存活用の視点

２．令和４年度の取組

２．文化財の把握の必要性

３．修復等の透明化・標準化

４．文化財修復分野の人材育成

５．地域づくり

６．持続性のある文化財保護

①文化財保存事業費補助金等（425,079千円、R３・２月補正予算案38,984千円）

○なら歴史芸術文化村での公開修復

○ 人材育成講座の開催

○建造物関係アーカイブの整備

国指定及び県指定文化財等の保存、修理、買収等に関して補助

○無形民俗文化財の撮影・普及

○ 第64回近畿・東海・北陸ブロック

民俗芸能大会の開催

記念物・埋蔵文化財ＧＩＳシステムの更新

②建造物（11,780千円）

④民俗文化財・無形文化財（8,996千円）

⑥史跡（147,367千円）

⑦埋蔵文化財（2,773千円）

「奈良の記念物」講座の開催

⑤天然記念物（810千円）

○国宝藤ノ木古墳出土品の保存修理
○ 古文書講座の開催

③美術工芸品（35,548千円）

県指定多坐弥志理都比古神社本殿

⑧文化財防災対策の構築（3,888千円）

＜問い合わせ先＞
文化・教育・くらし創造部 ①～⑤、⑦⑧文化財保存課 守屋課長補佐（内線５３３２）

①文化資源活用課 通山課長補佐（内線２５０７）
地域デザイン推進局 ⑥公園緑地課 常盤課長補佐（内線４３０７）

史跡高取城跡石垣

新

新

新

新

新

新

新
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Ｒ４予算案 140,965千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

（７７） 飛鳥・藤原の世界遺産登録

・推薦書（素案）、包括的保存管理計画等の準備、文化庁等との調整
・国内外専門家等への意見聴取や視察の対応
・国際会議等の開催

「飛鳥・藤原」とともに県内既登録の３資産と
世界遺産の仕組みを紹介

世界遺産条約50年の節目に、奈良県の３件の世界遺産を首都圏にてアピール
世界遺産を目指す「飛鳥・藤原」の価値を県・国内外へ発信

令和６年の世界遺産登録を目標に事業を推進

専門家の視察対応

飛鳥宮跡

・飛鳥宮跡を整備し、史跡を視覚化
・飛鳥宮跡内郭の全体像を明らかにする発掘調査と成果の発信

整備イメージ（柱による遺構表示）

世界遺産講演会のイメージ

① 「飛鳥・藤原」の世界遺産登録の推進

②世界遺産と「飛鳥・藤原」の価値を分かりやすく伝えるために

③県管理資産の説明力向上と価値の発信

世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進協議会（県・橿原市・桜井市・明日香村）での取組（12,540千円）

（１）世界遺産ジャーナルの発行（2,200千円）

（２）世界遺産講演会等の実施（12,300千円）

飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池の整備・活用 （113,925千円）

＜問い合わせ先＞文化・教育・くらし創造部
①②文化資源活用課 通山課長補佐（内線２５０７） ③文化財保存課 光石課長補佐（内線５３４１） 92



Ｒ４予算案 735,961千円

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７８) なら歴史芸術文化村の活用

＜問い合わせ先＞ 文化・教育・くらし創造部 なら歴史芸術文化村整備推進室 浦野室長補佐（内線２５１０）

「なぜ？」が芽生える。「知る」を楽しむ。

１ 文化村でつながる、
文化村から広がる

～ 地域の魅力を歴史や芸術とつなげて
広く発信 ～

２ 来村者にやさしい文化
村で、楽しい体験

～ サービスデザイン思考による
プログラムの実施～

３ 文化村でみんなが学ぶ
～ 来村者だけではなく、

関係者全員が学べる～

①文化財修復作業の公開・解説
②文化財に親しむための企画展、
体験プログラムの実施

③公開・解説を行う県指定文化財に対する補助
④修復対象文化財のビフォーアフターの
記録映像を制作

⑤文化財の細部の構造等を
観察できるVR映像等を制作

①トップアーティストの作品展示・交流イベント
の開催

②アーティストによるワークショップの実施
③幼児向けアート・音楽プログラムの実施
④能楽体験教室の実施
⑤ムジークフェストならの開催

①食と農の情報発信、セミナー・フェアの開催
②伝統工芸ワークショップ・
展示会の開催

③こども食堂との連携

①文化村フェスティバル、開村一周年記念
イベント

②指定管理者による農産物の
直売、レストラン等の運営

③アクセスバスの運行

１．歴史文化資源の継承及び活用１．歴史文化資源の継承及び活用
（204,579千円）

２．芸術文化活動の振興 （59,840千円）

３．観光・産業等の分野と連携した施策の実施３．観光・産業等の分野と連携した施策の実施
による地域振興 （12,500千円）

４．その他運営等 （459,042千円）

仏像VR映像イメージ

直売所・伝統工芸品ショップ

幼児向けアートプログラム

情報発信棟
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる ２０ 海外との交流展開

（７９） 国際交流の強化・拡大と東アジア地方政府会合の充実発展

・新 新たに友好提携を締結したウズベキスタン・
サマルカンド州に訪問団を派遣

・スイス・ベルン州に
訪問団を派遣

・中国・陝西省や韓国
・忠清南道等から、
代表団や学生などの
訪問団を受入

・中国・清華大学芸術博物館において奈良の歴史
文化資源を活かした展覧会やフォーラムを開催

・専門家及び学生等の交流を実施

・美食の街で知られるスペイン・バスク州サンセバ
スチャン市に所在する料理専門大学のＢＣＣ（バ
スクカリナリーセンター）と連携協定を締結し、
交流事業を実施

・奈良県フォレスターアカデミーの授業として、
リース校でスイスの森林環境管理を学習

・アカデミー名誉校長（リース元校長）からの
アドバイス等

Ｒ４予算案 283,110千円

・インドネシア共和国西ジャワ州バンドン市で
開催される第１１回会合へ奈良県代表団を派遣

・会員地方政府主催の分科会の開催を支援
・日本アスペン研究所と連携し、ＮＡＦＩＣ附属
セミナーハウスでのセミナー開催を支援

・新 外国語セミナーを誘致・開催支援

・「奈良平城京-ＥＲＩＡアジアコスモポリタン賞」
の第５回受賞を記念し、
授賞式及び受賞記念フォ
ーラムを開催

① 友好提携地方政府等への訪問団の
派遣・受入等 （21,763千円）

② 中国・清華大学との交流
（180,384千円）

③ スイス・リース林業教育センターとの
交流 （14,820千円）

④ NAFICとBCCとの連携推進
（7,770千円）

⑥ アジアコスモポリタン賞受賞記念奈良
フォーラム2022の開催 （25,321千円）

⑤ 第11回東アジア地方政府会合等の
開催 （33,052千円）

ウズベキスタン・サマルカンド州との
友好提携締結 清華大学芸術博物館 展覧会場イメージ

＜問い合わせ先＞
知事公室 ①②国際課 伊豆藏課長補佐（内線２１５１）、⑤⑥秋本主幹（内線２５３６）
水循環・森林・景観環境部 ③森と人の共生推進課 西課長補佐（内線３９４２）
食と農の振興部 ④豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８） 94


